
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

17,162計 32,372 28,236 11,074 0 0

経常
有害鳥獣等被害対策事業
関係団体補助事業

1団体 負担金補助
及び交付金

2,500 2,500

3,802 4,936 3

2,500 3

経常 有害鳥獣捕獲事業
シカ（７３9頭）
イノシシ（496頭）

負担金補助
及び交付金

12,460 8,738

9,726 3

臨時
鳥獣害パトロール委託事
業

被害状況調査及電気
柵等設置指導（4人） 委託料 4,522 4,332

臨時
有害鳥獣被害防止対策事
業

電気柵（293セット）
ネット（769巻）

負担金補助
及び交付金

12,890 12,666 2,940

4,332 3

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

事
業
概
要

　○鳥獣害パトロール委託事業・・・電気柵や防護ネットの設置指導及び被害状況調査等

　○有害鳥獣被害防止対策事業・・・電気柵・防護ネット等の購入補助

　○有害鳥獣捕獲事業・・・駆除期間中及び狩猟期間中のイノシシ・シカの捕獲補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【内容】　・シカ　狩猟期間中：６，０００円、駆除期間中：１０，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・イノシシ　狩猟期間中：０円、駆除期間中：６，０００円

　○有害鳥獣等被害対策事業関係団体補助事業・・・豊後大野市猟友会の育成保護補助金

国・県支出金 市債 その他 一般

部局名 産業経済部

課室名 農林整備課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

有害鳥獣等の被害対策強化と電気柵等の設置指導を行い農林産物を被害から守る
対
象

農林業者

事務事業名称

6 4 2 166 頁 林業振興費 有害鳥獣等被害対策事業



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業の方向性 評価内容

継続 有効な鳥獣対策に向け施策の見直しの検討を行うこと

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2
抜本的な対策が無いため、被害防止
に展望が見えない

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2
抜本的な対策が無いため、被害防止
に展望が見えない

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
農林業は市の柱であり、被害防止に
ついては、積極的に関与する必要が
ある

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3 全ての農林産物に共通の課題である

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
農林業は市の柱であり、被害防止に
ついては、積極的に関与する必要が
ある

事業費に係る人件費 8,490 8,106 8,059 8,557

うち経常 5,120 3,985 7,436 9,151

財
源
内
訳

県　　費 4,249 3,105 11,074 19,561

農林産物の被害対策費につい
ては、増額し被害防止に努め
る

市　　債

国　　費

対応（改善点等）

そ の 他

一般財源 11,439 18,318 17,162 18,447

理由

有効な対策が無く、被害の抑制につながらない
－ － －

課題
c

猟友会等
の育成

ヶ所
408 人

28,236 38,008
増額

うち経常経費 5,120 8,938 11,238 25,331

豊後大野市鳥獣被害対策協議会で引き続き検討する

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

15,688 21,423

b
有害鳥獣
捕獲事業

頭
399 頭 392

ｄ

405 人 412 人

電気柵等の
被害対策事
業

千円
17,615 千円

－

頭 1,235 頭

－ － －

－ －

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

有害鳥獣被害防止
－ － －

― 目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

17,581 千円 16,998 千円
a

ｃ 猟友会等の育成 ｄ

数値 目標 － 目標 － 目標

総合計画／後期計画（４－１－２）重点施策３による
数値 －

活
動
指
標

指標 a
電気柵等の被害対策事
業

ｂ 有害鳥獣捕獲事業

成
果
指
標

指標名 有害鳥獣被害防止 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

3

3

3

2

2

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


